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69億584万6千円を可決

　

３
月
定
例
会
は
２
月
24
日
に
招

集
さ
れ
，
３
月
25
日
ま
で
の
31
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
，
平
成
28
年
度

の
各
会
計
の
当
初
予
算
や
平
成
27

年
度
の
各
種
事
業
執
行
に
伴
う
補

正
予
算
及
び
国
の
地
方
創
生
加
速

化
交
付
金
の
採
択
を
受
け
て
の
追

加
計
上
，
ま
た
本
町
の
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
行
政
運
営
を
図
る
た

め
の
第
２
次
湧
水
町
総
合
計
画
基

本
構
想
及
び
湧
水
町
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
の
策
定
な
ど
，

全
部
で
41
議
案
が
上
程
さ
れ
，
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
，
一
般
質
問
で
は
議
員
５
名

が
10
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。
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議
会
費

総
務
費

民
生
費

衛
生
費

農
林
水
産
業
費

商
工
費

土
木
費

消
防
費

教
育
費

災
害
復
旧
費

公
債
費

そ
の
他

28年度
27年度歳出の前年度比

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予

算
の
特
徴
的
な
も
の

（
歳
入
に
つ
い
て
）

○
財
政
調
整
基
金
の
増
額

○
社
会
教
育
施
設
等
建
設
基
金

○
過
疎
対
策
事
業
債
（
ソ
フ
ト
事

業
分
）

○
臨
時
財
政
対
策
債

（
歳
出
に
つ
い
て
）

○
栗
野
庁
舎
耐
震
補
強
事
業

○
地
方
創
生
関
連
事
業

○
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
支
給
事
業

○
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業

○
栗
野
小
学
校
教
室
棟
屋
根
防
水

事
業
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第 1回
定例会 一般会計予算

28年度

　

特
別
会
計
は
総
額
34
億
３

８
０
万
3
千
円
で
前
年
度
に

比
べ
約
０
・
７
％
の
増
額
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
，
保

険
給
付
費
及
び
共
同
事
業
拠

出
金
の
増
額
，
介
護
保
険
事

業
は
，
保
険
給
付
費
の
増
額
，

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
は
広

域
連
合
納
付
金
の
増
額
等
が

主
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

水
道
事
業
会
計

　

水
道
事
業
会
計
は
，
施
設

の
維
持
管
理
に
伴
う
経
費
，

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
業
務
委

託
，
水
道
会
計
シ
ス
テ
ム
機

器
保
守
委
託
及
び
吉
松
簡
易

水
道
再
推
進
編
事
業
工
事
及

び
配
水
管
布
設
工
事
等
が
計

上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
総
額
69
億
５

８
４
万
６
千
円
で
前
年
度
に

比
べ
約
２
％
の
増
額
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
国
の
予
算
編

成
方
針
や
普
通
交
付
税
の
合

併
算
定
替
終
了
の
影
響
に
よ

る
本
町
の
厳
し
い
財
政
状
況

に
も
留
意
し
な
が
ら
第
２
次

総
合
計
画
の
初
年
度
と
し
て

各
施
策
に
必
要
な
予
算
編
成

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
財
源
に
占
め
る
主
な

も
の
は
，
町
税
12
・
０
％
，

地
方
交
付
税
41
・
７
％
，
国

庫
支
出
金
11
・
９
％
，
町
債

８
・
９
％
，
繰
入
金
８
・
７

％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
歳

出
に
お
い
て
は
，
民
生
費

23
・
３
％
が
最
も
多
く
，
次

い
で
土
木
費
14
・
４
％
，
衛

生
費
14
・
１
％
，
総
務
費

11
・
９
％
，
公
債
費
（
借
金

返
済
）
11
・
8
％
，
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

特別会計 予　算　額 前年比
（％）

国 保 18億4,138万5千円 0.8

介 護 保 険 14億1,587万5千円 0.4 

後 期 高 齢 1億4,654万3千円 2.2 

水 道 事 業 予　算　額 前年比
（％）

収
益

収 入 2億4,409万8千円 2.2

支 出 1億8,487万1千円 △11.5 

資
本

収 入 3億7,560万円 168.3 

支 出 5億1,905万7千円 130.8 

特別会計 34億380万3,000円

一般会計 69億584万6,000円

自主財源
27.8%

町税
12.0%

繰入金
8.7%

地方交付税
41.7%

使用料及び手数料　2.1%
諸収入　　　　　　2.7%
分担金及び負担金　0.9%
その他（自主財源）　1.4%

その他（依存財源）0.1%
地方譲与税　　　　1.0%
地方消費税交付金　1.6%

町債
8.9%

国庫支出金
11.9%

県支出金                          7.0%

依存財源
72.2%
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総務費　8億2,336万1千円

民生費　16億1,244万1千円

農林水産業費　4億6,520万5千円

平成２８年度   当初予算
※平成28年度の主な事業の一部を紹介します。

婚活交流推進事業補助金・・・地方創生関連事業の一環として，婚活交流を推進し地域の活性　
　　　　　　　　　　　　　　化を図るための補助金です。

ふるさと応援対策報償費・・・ふるさと納税額の１万円以上の寄附者の方に対して，湧水町の
　　　　　　　　　　　　　　特産品を贈呈する報償費です。

鳥獣被害防止総合対策事業交付金・・・有害鳥獣による農作物の被害を防止するため侵入防止
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネットの設置等を助成する交付金です。

多面的機能支払交付金・・・農地の多面的機能を維持発揮するための水路，農道等の管理活動
　　　　　　　　　　　　　に対し支援を行う交付金です。

年金生活者等支援臨時福祉給付金・・・年金生活者等の低所得高齢者に対する支援としての臨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　時福祉給付金です。

地方創生費乳幼児紙おむつ助成費・・・地方創生事業の一環として，紙おむつの助成を行うこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　とにより子育て世帯の負担軽減を図ろうとするもので　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。

衛生費　9億7,045万8千円
個別予防接種委託料
　・・・肺炎球菌予防接種やインフルエンザ予防接種等に係る委託料です。

資源ごみ等処理委託料
　・・・資源ごみの処理経費の軽減及び，資源物売却料の増収を目的
　　　　としている委託料の計上です。
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商工費　1億195万2千円

土木費　9億9,474万1千円

消防費　3億8,018万円

教育費　5億6,285万2千円

公園整備及び湯ったり館改修工事費
・・・丸池公園の駐車場整備に係る公園整備工事費及び湯っ

たり館のコテージ改修に係る工事費です。

教職員住宅整備工事費・・・吉松中学校校長住宅が築３９年を経過し，老朽化しているため全
　　　　　　　　　　　　　体的な改修を行う工事費です。

小学校施設整備工事費・・・老朽化に伴う栗野小学校の教室棟の屋根防水工事などを行う小学
　　　　　　　　　　　　　校施設整備工事費です。

地区公民館施設整備工事費・・・米永コミュニティーセンター周辺整備及び倉庫新設，轟トレー
　　　　　　　　　　　　　　　ニングセンターのガードレール設置及び階段補修，般若寺コミュ
　　　　　　　　　　　　　　　ニティセンターの屋根改修，米永・老竹地区公民館のトイレ改
　　　　　　　　　　　　　　修工事等に伴う工事費です。

吉松都市公園整備工事費・・・吉松都市公園の利便性の向上を図るため，資料館と本館を結ぶ
　　　　　　　　　　　　　　連絡道路の整備工事費です。

町道等整備工事費・・・特定防衛施設周辺整備調整交付金事業に係る工事費等で，町道の適正
　　　　　　　　　　　な維持管理を行うためのものです。

準用河川整備工事費・・・天神川及び上掛川の寄州除去に伴う工事費です。

公営住宅等改修工事費・・・丸池タウン城棟の外壁等改修に伴う工事費です。

伊佐湧水消防組合負担金及び特別負担金
・・・組合運営に伴う負担金及び，大口署の消防ポンプ車菱刈分遣

所の高規格救急車等に係る特別負担金です。
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こんなことが決まりました
議　　　　　　　　案 提　　案　　理　　由　　等 結　果

承認第１号
専決処分の承認を求めることについて 

（湧水町税条例等の一部を改正する条例等
の一部を改正する条例の制定について）

地方税法施行規則等の一部改正に伴い地方自治法の規定により，専決処分し
たので，これを報告し，承認を求めるもの。 承認

議案第１号 財産の無償譲渡について
平成１２年度草地畜産活性化特別対策事業により導入した機械を，関係者で
組織する川添地区草地利用組合に無償譲渡し，良質粗飼料確保により畜産の
振興と経営の安定を図ろうとするもの。

原案 
可決

議案第２号 財産の無償貸付について
平成７年度林業構造改善事業により設置した給水施設を，魚野地区住民で組
織する魚野地区給水施設管理組合に無償貸付の更新をし，魚野地区の飲雑用
水確保により，生活の安定と農業経営の合理化を図ろうとするもの。

原案 
可決

議案第３号 財産の無償貸付について

昭和60年度，昭和61年度，平成2年度及び平成6年度農林業地域改善対策事業に
より設置した施設を，関係者で組織する農事組合法人加治屋地区施設園芸共
同利用組合に無償貸付の更新をし，農業の振興と経営の安定を図ろうとする
もの。

原案 
可決

議案第４号 財産の無償貸付について
平成12年度草地畜産活性化特別対策事業により設置した給水施設を，関係者
で組織する組合等に無償貸付の更新をし，木原地区の飲雑用水確保により畜
産の振興と経営の安定を図ろうとするもの。

原案 
可決

議案第５号 湧水町森林活用環境施設の管理運営に関す
る指定管理者の指定について

湧水町森林活用環境施設（森のやかた湯ったり館）の指定管理者を指定するこ
とについて，議会の議決を求めるもの。
※指定管理者の名称：山﨑友愛株式会社　代表取締役　山﨑　忠茂

原案 
可決

議案第６号 湧水町コミュニティ防災センターの管理運
営に関する指定管理者の指定について

湧水町コミュニティ防災センターの指定管理者を指定することについて，議
会の議決を求めるもの。
※指定管理者の団体の名称：停車場地区公民館

原案 
可決

議案第７号 地区公民館及び自治会に係る公の施設の管
理運営に関する指定管理者の指定について

地区公民館及び自治会に係る公の施設の指定管理者を指定することについ
て，議会の議決を求めるもの。

原案 
可決

議案第８号 湧水町弓道場の管理運営に関する指定管理
者の指定について

湧水町弓道場の指定管理者を指定することについて，議会の議決を求めるも
の。
※指定管理者の団体の名称：湧水町体育協会弓道部

原案 
可決

議案第９号 湧水町相撲道場の管理運営に関する指定管
理者の指定について

湧水町相撲道場の指定管理者を指定することについて，議会の議決を求める
もの。
※指定管理者の団体の名称：湧水町体育協会相撲部

原案 
可決

議案第１０号 湧水町下川西地区農産物加工センターの管
理運営に関する指定管理者の指定について

湧水町下川西地区農産物加工センターの指定管理者を指定することについ
て，議会の議決を求めるもの。
※指定管理者の団体の名称：下川西地区公民館

原案 
可決

議案第１１号 湧水町農産物共同利用乾燥施設の管理運営
に関する指定管理者の指定について

湧水町農産物共同利用乾燥施設の指定管理者を指定することについて，議会
の議決を求めるもの。
※指定管理者の団体の名称：湧水町たばこ振興会

原案 
可決

議案第１２号 湧水町堆肥センターの管理運営に関する指
定管理者の指定について

湧水町堆肥センターの指定管理者を指定することについて，議会の議決を求
めるもの。
※指定管理者の団体の名称：湧水町堆肥センター利用者組合

原案 
可決

議案第１３号 湧水町ふれあい牧場の管理運営に関する指
定管理者の指定について

湧水町ふれあい牧場の指定管理者を指定することについて，議会の議決を求
めるもの。
※指定管理者の団体の名称：農事組合法人　木原牧場

原案 
可決

議案第１４号 湧水町吉松物産館の管理運営に関する指定
管理者の指定について

湧水町吉松物産館の指定管理者を指定することについて，議会の議決を求め
るもの。
※指定管理者の団体の名称：吉松物産振興会

原案 
可決

議案第１５号 湧水町栗野集会所の管理運営に関する指定
管理者の指定について

湧水町栗野集会所の指定管理者を指定することについて，議会の議決を求め
るもの。
※指定管理者の団体の名称：湧水町商工会

原案 
可決

議案第１６号 第２次湧水町総合計画基本構想の策定につ
いて

本町の総合的かつ計画的な行政運営を図るため，第２次湧水町総合計画基本
構想（平成28年度～平成37年度）を定めたいので，議会の議決を求めるもの。

原案 
可決 

議案第１７号 湧水町過疎地域自立促進計画の策定につい
て

過疎地域の自立促進に必要な事業を総合的かつ計画的に実施するため，湧水
町過疎地域自立促進計画（平成28年度～平成32年度）を策定しようとするも
の。

原案 
可決

議案第１８号 湧水町行政不服審査会条例の制定について 行政不服審査法の全部が改正され，裁決に際して諮問する第三者機関を設置
する必要が生じたため，本条例を制定しようとするもの。

原案 
可決

議案第１９号
湧水町行政不服審査法の規定による提出資
料等の写し等の交付に係る手数料に関する
条例の制定について

行政不服審査法の全部が改正され，審査請求人等が審理員及び審査会に対し，
提出書類等及び提出資料の写しの交付を求められるようになったことから，
その交付手数料を徴するため，本条例を制定しようとするもの。

原案 
可決
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議　　　　　　　　案 提　　案　　理　　由　　等 結　果
議案第２０号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整

理に関する条例の制定について
行政不服審査法の全部が改正され，関係条例を改正する必要が生じたため，所
要の改正をしようとするもの。

原案 
可決

議案第２１号 湧水町職員の勤務時間，休暇等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

一般職の職員の勤務時間，休暇等に関する法律の一部が改正され，国家公務員
の勤務時間の割振り等に関する条項が定められたことに伴い，本町職員もこ
れに準じて所要の改正をしようとするもの。

原案 
可決

議案第２２号 湧水町障害児就学指導委員会条例の一部を
改正する条例の制定について

鹿児島県障害児就学指導委員会規則の一部を改正する規則が公布され，障害
児就学指導委員会の名称及び所掌事務等を改正する必要が生じたため，所要
の改正をしようとするもの。

原案 
可決

議案第２３号 湧水町報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

新たに設置する行政不服審査会の委員等報酬を追加し，障害児就学指導委員
会の名称を改正したいため，所要の改正をしようとするもの。

原案 
可決

議案第２４号 湧水町職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

人事院勧告に基づき，国家公務員の月例給，勤勉手当の支給月数等が改正さ
れ，また本町独自改正として，級別職務分類の見直しによる給料表及び住居手
当並びに勤勉手当算定に関する条項を改正したいため，所要の改正をしよう
とするもの。

原案 
可決

議案第２５号 湧水町税条例の一部を改正する条例の制定
について

地方税法等の一部を改正する法律の公布に伴い，徴収猶予，職権による換価の
猶予及び申請による換価の猶予に関し，所要の改正をしようとするもの。

原案 
可決

議案第２６号 湧水町保育の実施に関する条例を廃止する
条例の制定について

児童福祉法の一部が改正され，保育の実施の基準が，児童福祉法及び子ども・
子育て支援法の定めるところにより実施するよう改正されたことに伴い，本
条例を廃止しようとするもの。

原案 
可決

議案第２７号
湧水町人事行政の運営等の状況の公表に関
する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律が公布され，人
事行政の運営等の状況の公表事項等が改正されたこと等に伴い，所要の改正
をしようとするもの。

原案 
可決

議案第２８号 平成２７年度湧水町一般会計補正予算（第
１１号）

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１９５, ６０８千円を減額し，歳入
歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６，７３９，０６１千円とするもの。

原案 
可決

議案第２９号 平成２７年度湧水町国民健康保険事業特別
会計補正予算（第３号）

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５，５９７千円を減額し，歳入歳出
予算の総額を歳入歳出それぞれ１，８７４，３９１千円とするもの。

原案 
可決

議案第３０号 平成２７年度湧水町介護保険事業特別会計
補正予算（第５号）

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３，０７４千円を減額し，歳入歳出
予算の総額を歳入歳出それぞれ１，４２８，２１８千円とするもの。

原案 
可決

議案第３１号 平成２７年度湧水町後期高齢者医療事業特
別会計補正予算（第２号）

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５，０７３千円を減額し，歳入歳出
予算の総額を歳入歳出それぞれ１３８，３７４千円とするもの。

原案 
可決

議案第３２号 平成２８年度湧水町一般会計予算 Ｐ２からＰ５までを参照 原案 
可決

議案第３３号 平成２８年度湧水町国民健康保険事業特別
会計予算 Ｐ３を参照 原案 

可決

議案第３４号 平成２８年度湧水町介護保険事業特別会計
予算 Ｐ３を参照 原案 

可決

議案第３５号 平成２８年度湧水町後期高齢者医療事業特
別会計予算 Ｐ３を参照 原案 

可決

議案第３６号 平成２８年度湧水町水道事業会計予算 Ｐ３を参照 原案 
可決

議案第３７号 平成２７年度湧水町一般会計補正予算（第
１２号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，１３１千円を追加し，歳入歳出予
算の総額を歳入歳出それぞれ６，７４０，１９２千円とするもの。

原案 
可決

議案第３８号

湧水町指定地域密着型サービスの事業の人
員，設備及び運営に関する基準を定める条
例及び湧水町指定地域密着型介護予防サー
ビスの事業の人員，設備及び運営並びに指
定地域密着型介護予防サービスに係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の
制定について

指定居宅サービス等の事業の人員，設備及び運営に関する基準等の一部を改
正する省令が公布され，関係条例を改正する必要が生じたため，所要の改正を
しようとするもの。

原案 
可決

議案第３９号 平成２７年度湧水町一般会計補正予算（第
１３号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０７，０８３千円を追加し，歳入歳
出予算の総額を歳入歳出それぞれ６，８４７，２７５千円とするもの。

原案 
可決

議案第４０号 平成２７年度湧水町国民健康保険事業特別
会計補正予算（第４号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３００千円を追加し，歳入歳出予算
の総額を歳入歳出それぞれ１，８７４，６９１千円とするもの。

原案 
可決

議案第４１号 平成２７年度湧水町介護保険事業特別会計
補正予算（第６号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，５９１千円を追加し，歳入歳出予
算の総額を歳入歳出それぞれ１，４２９，８０９千円とするもの。

原案 
可決
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ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
は
，
全
国
の
自
治
体
が

財
源
の
確
保
対
策
や
地
域
経
済
の
活
性

化
に
繋
が
る
施
策
と
し
て
捉
え
，
地
域

資
源
を
活
用
し
た
様
々
な
事
業
展
開
に

お
い
て
実
績
を
上
げ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
本
町
に
お
い
て
も
，
さ
ら
な
る
収

入
増
対
策
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

察
す
る
が
，
こ
れ
ま
で
の
返
礼
品
メ

ニ
ュ
ー
に
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
空
き
家

や
お
墓
の
管
理
・
地
域
振
興
券
の
発
行

な
ど
検
討
し
て
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

　

今
後
の
寄
付
増
対
策
と

し
て
，
高
額
の
寄
付
に
対

し
て
特
別
な
返
礼
品
の
設
定
を
検
討
し

て
お
り
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
Ｐ

Ｒ
広
告
や
申
し
込
み
の
簡
素
化
の
た
め

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
も
計

画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
，
返
礼
品
の
選

定
に
つ
い
て
は
，
民
間
感
覚
を
活
か
し

た
ア
イ
デ
ア
を
反
映
す
る
た
め
町
内
の

法
人
及
び
個
人
事
業
者
の
方
々
か
ら
公

募
で
行
い
，
そ
の
中
で
ソ
フ
ト
事
業
的

な
も
の
が
あ
っ
た
場
合
は
検
討
し
ま
す
。

  

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

　

こ
の
協
力
隊
事
業
を

活
用
し
多
く
の
自
治
体

で
若
者
の
定
住
や
地
方
の
活
性
化
に
効

果
を
も
た
ら
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
，

以
前
に
も
導
入
の
検
討
を
提
案
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
国
で
も
28
年
度
は
こ
れ

ま
で
の
倍
の
数
の
３
千
人
に
増
や
す
計

画
を
公
表
し
て
い
る
が
，
本
町
で
も
早

急
に
こ
の
補
助
事
業
を
活
用
す
べ
き
と

思
う
が
。

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場

産
品
の
開
発
・
販
売
等
地

域
お
こ
し
の
支
援
や
農
林
水
産
業
へ
の

従
事
，
住
民
の
生
活
支
援
な
ど
の
地
域

協
力
活
動
を
行
う
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
の
活
動
に
つ
い
て
は
，
町
内
の
ど

の
地
域
で
，
ど
の
よ
う
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
も
ら
う
か
，
そ
の
た
め
の
受
け

皿
作
り
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
，
最
終
的
に
は
協
力
隊
員
が
そ
の

ま
ま
本
町
に
定
住
・
定
着
し
て
も
ら
う

こ
と
が
目
標
で
あ
る
た
め
，
採
用
を
必

要
と
す
る
理
由
，
採
用
目
的
，
採
用
し

た
い
人
材
像
を
明
確
に
す
る
た
め
，
今

後
さ
ら
に
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
電
力
の
活
用
に
つ
い
て

　

今
年
４
月
の
電
力
小

売
り
自
由
化
が
始
ま
る

状
況
に
お
い
て
，
新
電
力
Ｐ
Ｐ
Ｓ
（
特

定
規
模
電
気
事
業
者
）
を
活
用
し
行
政

コ
ス
ト
の
削
減
に
取
り
組
む
自
治
体
が

増
加
す
る
も
の
と
想
定
す
る
が
，
本
町

の
導
入
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

電
気
料
の
コ
ス
ト
削
減

を
図
る
た
め
，
平
成
28
年

４
月
か
ら
高
圧
電
力
を
使
用
し
て
い
る

８
施
設
の
電
気
を
Ｐ
Ｐ
Ｓ
事
業
者
か
ら

供
給
を
受
け
る
よ
う
手
続
き
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
，
低
圧
電
力
を
使
用
し

て
い
る
施
設
に
つ
い
て
も
，
今
後
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

これまでのふるさと納税収入額は

８年間で４７８件１８６０万円

池上　滝一　議員

町
長

町
長

池
上

池
上

池
上

町
長



議会だより　ゆうすい　No.469

一 般 質 問

町 政 を 問 う !ここが知りたい !!
 　ここが聞きたい !!

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
創
設

や
空
き
家
の
住
宅
改
修
等

の
助
成
金
な
ど
が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い

て
は
，
町
内
の
不
動
産
業

者
と
創
設
に
向
け
て
協
議
検
討
し
て
い
き

た
い
。
空
き
家
の
登
録
と
情
報
提
供
は
行

政
で
行
え
る
が
，
交
渉
，
契
約
に
つ
い
て

は
，
行
政
が
関
与
で
き
な
い
の
で
町
内
の

不
動
産
業
者
に
仲
介
を
お
願
い
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
住
宅
改
修
等
の
助
成
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

空
き
家
・
空
き
地
を
管

理
指
導
す
る
条
例
の
制
定

が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

空
き
家
等
の
管
理
指
導

に
つ
い
て
は
，
平
成
27
年

５
月
施
行
さ
れ
た
法
律
で
，
市
町
村
長
は

所
有
者
に
対
し
て
，
必
要
な
助
言
ま
た
は

指
導
，
勧
告
，
命
令
，
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
の
で
，
条
例
の
制
定
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。

  

原
子
力
災
害
対
策
に
つ
い
て

　

原
子
力
災
害
対
策
に
つ

い
て
，
具
体
的
に
本
町
は
，

災
害
時
何
を
な
す
の
か
，
そ
の
対
策
や
訓

練
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

伺
い
ま
す
。　

湧
水
町
原
子
力
災
害
対

策
を
策
定
し
て
お
り
ま
す

が
，
事
故
の
規
模
や
風
向
き
に
よ
っ
て
は

避
難
や
一
時
移
転
，
屋
内
退
避
の
検
討
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
，
現
在
の
と

こ
ろ
具
体
的
な
対
策
等
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
今
後
，
県
等
と
協
議
し
な
が
ら
訓

練
等
を
考
え
て
い
き
た
い
。
な
お
本
町
は
，

薩
摩
川
内
市
及
び
阿
久
根
市
住
民
の
避
難

先
と
し
て
計
画
さ
れ
て
お
り
受
け
入
れ
態

勢
の
検
討
も
併
せ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

吉
松
総
合
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

　

今
後
の
整
備
計
画
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
，
使

用
状
況
か
ら
考
え
る
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

場
や
ト
ラ
ッ
ク
の
全
面
芝
へ
の
改
修
で
，

サ
ッ
カ
ー
場
な
ど
の
多
目
的
競
技
場
と
し

て
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

吉
松
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

こ
れ
ま
で
吉
松
中
央
公
民
館

周
辺
の
施
設
と
併
せ
て
整
備
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。
今
後
は
，
管
理
道
路
，
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
排
水
処
理
の
改
修
・
バ
ッ
ク
ネ
ッ

ト
等
の
構
造
物
の
改
修
を
行
う
予
定
で
，

生
涯
学
習
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

空き家バンクの創設はできないか

創設に向けて協議検討していく

境田　公明　議員

町
長

境
田

境
田

教
育
長

境
田

町
長

境
田

町
長
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最
近
，
喫
煙
者
に
対
し

て
，
禁
煙
の
場
が
多
く
設

け
ら
れ
，
受
動
喫
煙
防
止
対
策
が
進
め

ら
れ
て
い
る
中
，
喫
煙
者
に
と
っ
て
は
，

居
場
所
が
な
く
肩
身
の
狭
い
思
い
で
，

た
ば
こ
を
吸
わ
れ
て
い
ま
す
。
湧
水
町

で
も
，
た
ば
こ
を
吸
う
人
口
は
多
く
，

た
ば
こ
税
は
貴
重
な
税
収
，
財
源
の
ひ

と
つ
で
す
。
そ
こ
で
，
た
ば
こ
を
吸
う

人
，
吸
わ
な
い
人
，
お
互
い
が
，
遠
慮

す
る
こ
と
な
く
生
活
す
る
た
め
に
町
内

の
飲
食
店
等
の
事
業
所
に
喫
煙
席
を
設

置
す
る
よ
う
な
推
進
を
図
る
考
え
は
な

い
も
の
か
伺
い
ま
す
。

　

受
動
喫
煙
防
止
対
策
に

つ
き
ま
し
て
は
，
健
康
増

進
法
に
基
づ
き
，
多
数
の
者
が
利
用
す

る
施
設
を
管
理
す
る
者
は
，
受
動
喫
煙

を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
，
本
県
に
お
い
て
は
，
受
動
喫
煙
防

止
の
推
進
を
図
る
た
め
に
「
た
ば
こ
の

煙
の
な
い
お
店
」
と
し
て
登
録
店
を
募

集
す
る
と
と
も
に
情
報
提
供
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
県

や
商
工
会
と
連
携
を
図
り
登
録
店
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
受
動
喫
煙
防
止
対

策
に
つ
き
ま
し
て
，
広
報
等
に
よ
る
啓

発
に
も
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

禁
煙
で
喫
煙
者
の
居
場

所
が
な
く
な
る
と
，
た
ば

こ
を
吸
う
人
も
減
っ
て
し
ま
い
，
税
収

に
も
大
き
な
影
響
が
出
ま
す
。
連
鎖
的

現
象
を
防
止
す
る
た
め
に
も
喫
煙
席
を

１
ヶ
所
で
も
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
推
進

を
図
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
２
ヶ
所
だ
け

は
登
録
が
さ
れ
て
い
ま
す

が
，
住
民
の
健
康
管
理
，
お
店
の
環
境

を
考
え
る
と
，
指
導
・
要
望
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
施
設
，
ス
ポ
ー
ツ

施
設
，
医
療
施
設
，
福
祉

施
設
，
娯
楽
施
設
等
，
喫
煙
席
を
設
置

す
る
こ
と
で
他
人
に
迷
惑
が
か
か
ら
ず
，

た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
が
で
き
利
用
者
も

増
え
て
き
ま
す
。
各
施
設
に
設
置
さ
れ
，

又
た
ば
こ
生
産
農
家
を
圧
迫
す
る
こ
と

も
な
い
よ
う
な
推
進
を
図
る
考
え
は
な

い
か
再
度
伺
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
等
で
外
に

出
て
，
た
ば
こ
を
吸
わ

れ
る
と
気
の
毒
な
気
持
ち
に
な
る
。
我

が
町
も
税
収
６
千
万
円
く
ら
い
あ
る
の

で
，
財
源
と
し
て
十
分
に
考
え
，
居
場

所
が
な
く
肩
身
の
狭
い
思
い
等
，
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

綾織　まち子　議員

綾
織

町
長

綾
織

受動喫煙防止対策について

広報等による啓発にも努めたい

綾
織

町
長

町
長
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一 般 質 問

亀澤　中　議員

空き家バンクの創設について

創設に向けて検討します

　

定
住
促
進
対
策
と
し
て

の
空
き
家
バ
ン
ク
の
創
設

に
つ
い
て
は
，
以
前
一
般
質
問
を
し
ま

し
た
が
，
そ
の
後
の
経
過
や
取
組
状
況

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

所
有
者
が
空
き
家
を
登

録
し
，
移
住
を
検
討
し
て

い
る
人
に
情
報
提
供
す
る
空
き
家
情
報

登
録
制
度
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
つ
き

ま
し
て
は
，
町
内
の
不
動
産
業
者
と
空

き
家
バ
ン
ク
の
創
設
に
向
け
て
協
議
・

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
，
空
き
家
の
登
録
と
情
報
提
供
は

行
政
で
行
い
ま
す
が
，
交
渉
・
契
約
に

つ
い
て
は
行
政
が
関
与
で
き
ま
せ
ん
の

で
，
町
内
の
不
動
産
業
者
に
仲
介
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
を
創
設

す
る
場
合
，
設
置
要
綱
に

つ
い
て
は
，
し
っ
か
り
と
し
た
も
の
を

作
っ
て
一
刻
も
早
く
空
き
家
バ
ン
ク
を

設
立
し
て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

婚
活
事
業
に
つ
い
て

　

婚
活
事
業
に
つ
い
て
当

初
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
が
，
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業

展
開
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

婚
活
事
業
と
併
せ
ま
し

て
，
民
間
の
力
を
活
用
し

た
地
域
活
性
化
も
図
る
た
め
，
行
政
と

連
携
し
た
実
行
委
員
会
形
式
に
よ
り
事

業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
青
年
団
，
商
工
会
青
年
部
，
Ｊ
Ａ
あ

い
ら
青
年
女
性
部
，
湧
水
町
内
農
業
団

体
青
年
部
等
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
実
施

す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

　

今
，
晩
婚
化
で
あ
る
と

か
，
「
一
人
で
も
い
い
」

と
い
う
考
え
の
若
者
が
増
え
て
い
る
こ

と
な
ど
を
考
え
ま
す
と
，
行
政
と
し
て

ど
こ
ま
で
踏
み
込
ん
だ
対
策
が
立
て
ら

れ
る
の
か
難
し
い
面
は
あ
り
ま
す
が
，

や
は
り
継
続
し
て
や
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

　

継
続
す
る
こ
と
は
大
切

な
事
だ
と
思
い
ま
す
。
以

前
，
農
業
の
後
継
者
に
限
っ
て
事
業
を

行
い
ま
し
た
が
，
今
回
は
様
々
な
業
種

の
後
継
者
を
対
象
と
し
，
行
政
の
垣
根

を
越
え
た
広
域
的
な
事
も
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

亀
澤

町
長

亀
澤

亀
澤

町
長

亀
澤

町
長
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一 般 質 問

地方創生の取り組みについて

新型交付金　補助率50%

　

施
政
方
針
の
中
で
，
重

点
項
目
で
構
成
さ
れ
た

「
湧
水
町
版
総
合
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
，

地
域
の
活
性
化
や
人
口
減
少
を
克
服
す

る
た
め
の
事
業
を
推
進
し
，
地
方
創
生

に
取
り
組
む
強
い
意
志
を
感
じ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

①
平
成
27
年
度
補
正
予
算
の
地
方
創
生

加
速
化
交
付
金
や
平
成
28
年
度
か
ら
地

方
創
生
新
型
交
付
金
が
新
た
に
創
設
さ

れ
，
対
象
事
業
，
補
助
金
率
に
つ
い
て

変
更
を
要
す
る
と
あ
っ
た
が
，
そ
の
内

容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

※
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
（
地
域

資
源
を
活
用
し
た
観
光
地
魅
力
創
造
事

業
）
７
千
４
０
６
万
円
（
採
択
）

１
月
21
日
付
の
通
達
に

よ
り
，
官
民
協
働
・
地

域
間
連
携
・
政
策
関
連
系
の
要
素
を
盛

り
込
ん
だ
計
画
と
す
る
こ
と
な
ど
の
制

約
が
課
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
創
生
新

型
交
付
金
は
補
助
率
１
０
０
％
で
あ
り

ま
し
た
が
，
平
成
28
年
度
の
新
型
交
付

金
に
つ
い
て
は
，
補
助
率
50
％
に
変
更

に
な
り
，
残
り
は
，
一
般
財
源
と
な
り

ま
す
。

　

②
施
策
目
標
，
戦
略

の
実
現
に
向
け
た
施
策

展
開
が
29
事
業
を
残
り
４
年
間
で
必
要

に
応
じ
て
見
直
し
，
検
証
を
行
う
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
が
，
住
民
参
加
の
検

証
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

外
部
有
識
者
を
含
む

検
証
機
関
を
設
置
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
，
住
民
参

加
あ
る
い
は
意
見
聴
取
等
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。　

③
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
つ
い
て
は
，
重
点

施
策
29
事
業
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
が
当
初
予
算
に
反
映
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

様
々
な
事
業
や
受
け

皿
作
り
が
課
題
で
す
。

ま
た
，
最
終
的
に
は
，
そ
の
ま
ま
本
町

に
定
住
・
定
着
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目

標
で
あ
る
た
め
，
採
用
を
必
要
と
す
る

理
由
，
採
用
目
的
，
採
用
し
た
人
材
像

を
明
確
に
し
な
が
ら
，
今
後
，
地
方
創

生
事
業
の
新
型
交
付
金
の
採
択
状
況
に

よ
り
，
補
正
予
算
等
で
対
応
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
ウ
ン
の
発
信

と
小
水
力
発
電
の
設
置
に
つ
い
て

　

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
町
と
し
て
発
信
し
，
さ

ら
に
は
小
型
小
水
力
発
電
機
を
設
置
し

て
教
育
・
観
光
・
定
住
を
目
的
と
し
た

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か

伺
い
ま
す
。　

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
っ
た
ク
リ
ー
ン
な
町
と

し
て
発
信
し
た
い
。
小
型
水
力
発
電
は
，

可
能
性
の
あ
る
個
所
を
検
討
し
た
が

至
っ
て
い
な
い
。
今
後
も
、
小
水
力
で

の
発
電
及
び
発
電
機
の
性
能
に
つ
い
て
，

さ
ら
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

仮屋　良二　議員

仮
屋

町
長

仮
屋

町
長

仮
屋

町
長

仮
屋

町
長
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　第１回定例会における平成２７年度の補正予算は，平成２７年度に本町が取り組んできた各事務事業
の執行に伴う減額等と，人事院勧告に伴う人件費の調整，更に，地方創生関連事業に伴う国からの地方
創生加速化交付金の採択を受け，チェンソ―アート推進事業などの経費が計上され，可決しました。

平成２７年度 
  一般会計補正予算(11号・12号・13号)

総額 68億4,727万5千円に

鹿児島県が所有している公舎跡地を購入する用
地購入費です。

公営住宅等用地購入費

保育士の処遇改善，施設機能強化に伴う給付費
の加算及び途中入所の増加等に伴う増額計上で
す。

保育所運営費 地方版総合戦略策定等
業務委託料

国の地方創生加速化交付金の採択に伴い，栗野
岳周辺に東屋及び駐車場の整備を行うための工
事費です。

地方版総合戦略策定等
業務委託料

地方版総合戦略策定等
業務委託料

栗野岳周辺施設整備工事費

子ども医療費助成金
国の地方創生加速化交付金の採択に伴い，チェ
ンソーアート事業を推進するための備品購入費
等の計上です。

子ども医療費助成金
チェンソーアート
推進用備品購入費

湧水町水害等対策調査特別委員会の経過報告
委員長　森山　マスミ

　平成２８年３月２０日　阿波井堰改築事業の完成を祝う会が川内川上流河川改修期成同盟会及び国
土交通省　九州地方整備局　川内川河川事務所の主催により，来賓及び地元住民の皆さん約 250 名が
参加され盛大に行われました。阿波井堰の改築事業については 100 年の悲願がやっと報われ，言葉に
表現できない程の喜びと安ど感のなか，川添地区の郷土芸能等も披露され，地元の方々も「感謝の気
持ちでいっぱいであります。」と申されていました。

　完成した阿波井堰の概要は，旧堰から約 200 ｍ上流に整備され，制水ゲート幅 23.1 ｍ，高さ 2.6 ｍ
が２門，土砂吐きゲート１門，左岸側に魚道，右岸側に発電用取水ゲート及び導水路で構成され，大
雨により河川の増水が予想される場合は約 30 分かけて全倒伏されます。

　この改築事業により上流域の治水安全度が向上したことで県境を越え，河川空間を活用したかわま
ちづくり等の地方創生の取り組みに期待が寄せられています。

　今後も気候変動に伴う豪雨が頻発し，河川水位の上昇や台風の巨大化等，また大規模地震に備え，
河川堤防等の耐震対策の推進が必要となって参ります。阿波井堰の改築事業が完成したからとはいえ
安心はできません。ハードソフト両面からなる治水対策を議会としても推進活動していくべきと考え
ます。

　以上，湧水町水害等対策調査特別委員会の経過報告を終わります。
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本
特
別
委
員
会
に
お
い
て
，
平
成
28
年
４
月
に

町
議
会
議
員
の
改
選
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
，
重
点
調
査
・
検
討
項
目
の
１
つ
と
し
て
，
次

期
の
議
員
定
数
及
び
議
員
報
酬
の
考
え
方
に
つ
い

て
，
昨
年
９
月
か
ら
，
議
会
活
性
化
等
に
関
す
る

小
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
で
議
論
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
，
議
論
の
進
め
方
と
し
て
は
，
県
内
の
町

村
議
会
や
隣
接
市
議
会
の
議
員
定
数
及
び
議
員
報

酬
な
ど
の
現
状
を
調
査
研
究
し
，
昨
年
11
月
に
町

内
16
地
区
で
開
催
し
た
「
住
民
と
語
ろ
う
会
」
で

出
さ
れ
た
住
民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
，
さ
ら
に
は
，

現
職
議
員
12
名
の
各
議
員
の
考
え
方
と
そ
の
根
拠

に
つ
い
て
提
出
し
て
も
ら
い
，
そ
れ
ら
の
資
料
に

基
づ
き
，
討
議
を
行
い
な
が
ら
，
議
員
間
で
議
論

を
深
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
方
で
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
，
議
員
定
数
を
検
討
す
る
上
で
，
議
会
運

営
の
あ
り
方
等
が
非
常
に
重
要
な
要
因
と
な
る
こ

と
か
ら
，
委
員
会
中
心
主
義
と
本
会
議
中
心
主
義

に
よ
る
議
会
運
営
に
つ
い
て
の
議
論
も
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
，
去
る
３
月
16
日

に
第
16
回
地
方
創
生
・
議
会
活
性
化
等
調
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
，
議
員
定
数
及
び
議
員
報
酬
に

つ
い
て
の
最
終
取
り
ま
と
め
を
行
い
，
決
定
い
た

し
ま
し
た
の
で
，
そ
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
を
い

た
し
ま
す
。

【
議
員
定
数
に
つ
い
て
】

　

住
民
と
語
ろ
う
会
に
お
け
る
住
民
か
ら
の
意
見

と
し
て
は
，
「
定
数
削
減
の
意
見
」
，
「
現
状
維

持
の
意
見
」
，
「
定
数
増
員
の
意
見
」
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
意
見
を
い
た
だ
き
，
委
員
会
で
改
め
て

議
論
い
た
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

委
員
か
ら
は
，
一
定
の
考
え
方
が
そ
れ
ぞ
れ
示

さ
れ
，
「
減
員
す
べ
き
」
「
現
在
の
定
数
を
維
持

す
べ
き
」
と
の
２
つ
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
減
員
す
べ
き
」
と
の
意
見
の
根
拠
と
し
て
は
，

人
口
減
少
が
進
む
中
，
議
員
数
を
２
名
減
ら
し
て

10
名
と
し
，
議
員
一
人
ひ
と
り
が
資
質
向
上
を

図
っ
て
い
き
な
が
ら
，
少
数
精
鋭
で
議
会
に
取
り

組
ん
で
行
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
で
あ
り
ま

し
た
。

　

「
現
在
の
定
数
を
維
持
す
べ
き
」
と
の
意
見
の

根
拠
と
し
て
は
，
議
会
活
動
を
通
し
，
住
民
の
多

様
な
意
見
を
反
映
し
つ
つ
，
政
策
提
言
等
を
行
っ

て
い
く
義
務
が
あ
る
。
ま
た
，
執
行
機
関
の
監
視

を
担
う
機
能
の
観
点
か
ら
，
さ
ら
に
は
，
議
会
と

常
任
委
員
会
が
，
そ
の
機
能
を
十
分
発
揮
し
て
い

く
た
め
に
は
，
最
低
限
，
現
在
の
定
数
を
維
持
す

べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
議
員
定
数
は
，
議
会
運
営
に
つ
い
て
も
大

き
な
要
素
が
あ
る
た
め
，
本
会
議
中
心
主
義
と
委

員
会
中
心
主
義
に
つ
い
て
，
県
内
の
町
村
議
会
の

状
況
や
本
町
の
今
ま
で
の
常
任
委
員
会
で
の
経
緯

も
踏
ま
え
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
委
員
会
中
心
主
義
は
，
委
員
会
で
の
審

議
内
容
に
つ
い
て
，
委
員
長
報
告
で
の
公
表
は
あ

る
が
，
委
員
会
記
録
は
，
要
点
筆
記
の
取
り
扱
い

で
あ
り
，
す
べ
て
の
議
論
の
内
容
に
つ
い
て
公
表

さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
，
議
場
で
の
審
議
内
容
が
全

て
会
議
録
に
残
る
本
会
議
中
心
主
義
が
，
住
民
に

対
し
て
も
，
議
論
内
容
が
見
え
る
の
で
は
な
い
か

と
の
意
見
や
，
本
会
議
主
義
に
お
い
て
，
議
場
で

無
制
限
に
質
疑
を
さ
せ
て
は
，
能
率
的
な
会
議
進

行
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
，
詳

細
な
審
議
及
び
納
得
が
い
く
ま
で
の
議
論
が
で
き

る
委
員
会
中
心
主
義
に
よ
る
審
議
を
行
な
う
こ
と

で
，
所
管
事
項
に
対
し
て
活
発
な
質
疑
や
討
論
が

行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

以
上
の
よ
う
な
意
見
を
踏
ま
え
，
議
会
基
本
条

例
に
規
定
さ
れ
て
い
る
住
民
の
意
見
を
聞
く
こ
と

や
公
聴
会
制
度
等
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
も
，
昨

年
，
住
民
と
語
ろ
う
会
を
開
催
し
，
住
民
皆
様
か

ら
の
意
見
も
聴
く
機
会
を
設
け
て
，
そ
の
意
見
も

参
考
に
し
な
が
ら
様
々
な
角
度
か
ら
議
論
を
深
め
，

議
論
を
尽
く
し
た
と
い
う
観
点
か
ら
，
最
終
決
定

を
行
う
と
全
会
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
会
議
運
営
と
し
て
は
，
「
全
会
一

致
」
が
望
ま
し
い
事
で
は
あ
り
ま
す
が
，
議
論
の

結
果
と
し
て
，
最
終
決
定
を
行
う
た
め
に
採
決
に

よ
り
決
定
し
た
方
が
よ
い
と
の
意
見
が
あ
り
，
採

湧水町地方創生・議会活性化等
調査特別委員会の経過報告

委員長　久留須　修
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決
の
結
果
，
次
期
の
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
現

状
維
持
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
，
議
会
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
，
採
決
に
よ
る

最
終
決
定
を
行
い
，
賛
成
多
数
で
，
委
員
会
中
心
主
義
に
よ

る
議
会
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

【
議
員
報
酬
に
つ
い
て
】

　

住
民
か
ら
の
意
見
と
し
て
は
，
「
報
酬
額
を
上
げ
て
議
員

活
動
に
専
念
す
べ
き
」
，
「
定
数
削
減
を
し
て
報
酬
額
を
上

げ
る
べ
き
」
，
「
議
員
定
数
を
増
や
し
て
報
酬
額
を
下
げ
る

べ
き
」
，
「
報
酬
で
は
な
く
，
日
当
制
も
検
討
す
べ
き
」
，

ま
た
，
「
議
員
の
活
動
状
況
が
よ
く
見
え
な
い
の
で
，
報
酬

額
に
つ
い
て
の
意
見
を
述
べ
よ
う
が
な
い
」
な
ど
の
多
岐
に

わ
た
る
意
見
を
い
た
だ
き
，
委
員
会
で
改
め
て
議
論
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
，
議
員
定
数
と
の
関
連
が
あ
る
こ
と
か
ら
，

議
員
定
数
と
一
体
的
に
議
論
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
，
「
報
酬
額
を
下
げ
る
」
，
「
現
状
維
持
」
，

「
報
酬
額
を
上
げ
る
」
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

「
報
酬
額
を
下
げ
る
」
と
の
根
拠
と
し
て
は
，
人
口
減
少

社
会
の
中
，
財
政
的
な
効
果
を
見
込
ん
で
減
額
す
べ
き
で
あ

る
と
意
見
で
あ
り
ま
し
た
。

　

「
現
状
維
持
」
の
根
拠
と
し
て
は
，
県
内
の
人
口
同
等
規

模
の
町
と
比
べ
て
も
，
報
酬
額
は
，
ほ
と
ん
ど
差
異
も
な
く
，

ま
た
，
現
在
ま
で
議
員
活
動
を
行
っ
て
き
た
中
で
，
上
げ
る

根
拠
や
下
げ
る
根
拠
も
現
時
点
で
は
明
確
に
考
え
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
，
現
状
維
持
が
適
当
で
あ
る
と
の
意
見
で
あ
り
ま

し
た
。

　

「
報
酬
額
を
上
げ
る
べ
き
」
と
の
根
拠
と
し
て
は
，
議
員

活
動
を
行
う
上
で
，
専
門
的
な
知
識
を
調
査
研
究
す
る
こ
と

が
今
後
更
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
，
一
定
の
経
費
が
か
か

る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
，
現
在
の
報
酬
額
で
は
，
若
い
世
代

が
議
員
と
し
て
，
議
会
活
動
に
専
念
で
き
る
状
況
で
は
な
い

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
，
議
員
の
日
当
制
に
つ
い
て
は
，
全
国
で
導
入
し
て

い
る
町
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
が
，
日
当
制
で
は
，
生
活
給

と
ま
で
は
言
わ
な
い
に
し
て
も
，
議
員
と
し
て
議
会
活
動
に

専
念
で
き
る
だ
け
の
報
酬
体
系
で
は
な
い
こ
と
と
，
少
子
高

齢
化
社
会
の
中
で
，
ま
す
ま
す
議
員
及
び
議
会
の
果
た
す
役

割
は
重
要
と
な
る
こ
と
や
，
現
在
の
経
済
情
勢
等
を
総
合
的

に
勘
案
す
れ
ば
，
日
当
制
の
導
入
は
，
難
し
い
状
況
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
議
論
を
踏
ま
え
，
議
論
を
尽
く
し
た
と
い

う
観
点
か
ら
，
採
決
の
結
果
，
議
員
報
酬
に
つ
い
て
も
，
賛

成
多
数
で
現
状
維
持
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

【
ま
と
め
】

　

今
回
の
議
員
定
数
及
び
議
員
報
酬
に
つ
い
て
議
論
す
る
中

で
，
住
民
と
語
ろ
う
会
で
「
議
会
・
議
員
の
姿
が
見
え
な
い
，

活
動
が
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
事
に
対
し
，

議
会
と
し
て
，
議
員
一
人
ひ
と
り
の
更
な
る
資
質
向
上
の
必

要
性
と
，
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
し
て
い

る
と
の
認
識
を
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
，
今
ま
で
以
上
に
，
議

会
・
議
員
活
動
に
全
力
で
取
組
み
，
住
民
と
の
接
点
を
大
事

に
し
な
が
ら
，
議
会
基
本
条
例
を
基
に
，
住
民
の
意
思
を
町

政
に
的
確
に
反
映
さ
せ
，
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
取
組
み

を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
の
統
一
し
た
見
解
が
取
り
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
，
若
い
世
代
や
多
く
の
経
験
を
積
ん
だ
人
が
，
議
会

の
果
た
す
役
割
や
議
会
活
動
へ
の
興
味
，
関
心
を
高
め
，
議

員
を
目
指
す
人
が
増
え
る
よ
う
に
環
境
を
整
え
る
こ
と
も
，

議
会
と
し
て
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
，
更
な
る
議
会
活
性
化
の
取
組
み
を
進
め
て
い
く
決

意
を
申
し
添
え
，
議
員
定
数
及
び
議
員
報
酬
の
特
別
委
員
会

の
経
過
報
告
と
い
た
し
ま
す
。
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傍聴にお越しください。

次の定例会は6月上旬予定

議  会  の  動  き
月 期日 曜日 議会の動き

1
　
　
月

7日 木 ・広報委員会　 
・議会活性化小委員会

10日 日
・町消防出初式 
・えびの市消防出初式　 
・伊佐市消防出初式

13日 水 ・地方創生・議会活性化等調査特別委員会　   
・広報委員会

14日 木 ・えびす祭り新春懇談会
15日 金 ・区長会（住民と語ろう会結果概要報告）
16日 土 ・みのり１０周年記念講演会及び祝う会　

20日 水 ・広報委員会 
・議会活性化小委員会

26日 火 ・地方創生・議会活性化等調査特別委員会 
・町村議会議員研修会

27日 水 ・広報委員会

2
　
　
月

1日 月 ・住民と語ろう会　結果報告会
4日 木 ・議員研修会
8日 月 ・地方創生・議会活性化等調査特別委員会　
16日 火 ・町村議会議長会定期総会　
18日 木 ・一部事務組合定例会
19日 金 ・議会運営委員会
23日 火 ・議員全員協議会　
24日 水 ・第１回議会定例会　本会議　

25日 木 ・各常任委員会

26日 金
・議会運営委員会　 
・議員全員協議会　 
・各常任委員会

29日 月 ・各常任委員会　

3
　
　
月

2日 水 ・各常任委員会　
3日 木 ・当初予算現地調査　

4日 金 ・各常任委員会 
・地方創生・議会活性化等調査特別委員会

6日 日 ・生涯学習推進大会
10日 木 ・議会運営委員会

11日 金 ・議員全員協議会 
・本会議

14日 月 ・本会議
15日 火 ・第２回自治会長会　

16日 水 ・本会議　 
・地方創生・議会活性化等調査特別委員会

20日 日 ・阿波井堰竣工式祝賀会
22日 火 ・伊佐湧水消防組合議会臨時会
23日 水 ・議会活性化小委員会

24日 木 ・議会運営委員会 
・地方創生・議会活性化等調査特別委員会

25日 金
・議員全員協議会　 
・最終本会議 
・広報委員会


